
－介護の現場最前線－

生産性向上と介護のテクノロジー
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■本日の内容

・私と の紹介

・“いま”起こっていること“これから”起こること

・生産性向上と介護のテクノロジー

・最後に
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■私と の紹介

■大内 英之 57歳／飯能市在住／宮城県生

運営会社：株式会社シェアサポート（2008年設立）
介護事業のコンサルティング業務

◎埼玉県社会福祉協議会 介護のみらいサポートセンター アドバイザー

◎厚労省ニーズ・シーズマッチング事業
マッチングサポーター

◎介護系アプリケーションの開発支援

◎各種講演会・セミナーの講師
・介護現場の生産性向上
・介護保険制度、施策動向
・経営層／介護職員向けセミナー

台湾国際介護機器展示会
招待講演
（2025）
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・“いま”起こっていること“これから”起こること
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■ “いま”起こっていること（2025問題）

2025年

団塊の世代*が後期高齢者（75歳以上）へ
（*昭和22年から昭和24年生）
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第3位

伸び率 1.48倍
2015年 99.3万人

↓
2025年146.7万人

第2位

伸び率 1.52倍
2015年 70.7万人

↓
2025年107.2万人

■ “いま”起こっていること（2025問題）

高齢者人口が増える
（＝介護を必要とする高齢者も増える）

【参考】
2015年から2025年の間に『75歳以上人口』が増えた都道府県TOP3

第1位

伸び率 1.58倍
2015年 77.3万人

↓
2025年120.9万人
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■ “いま”起こっていること（人材確保）

＜求人倍率 4.19＞

・1人の求職者に４件の求人が・・・

＜R7年度 介護福祉士養成校入学者＞

・日本人より外国人の入学者が上回る
総数：7,356人⇒日本人3,282人、外国人4,074人

＜外国人介護士へのアプローチ＞

・日本だけじゃない、韓国、台湾でも
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■ “これから”起こること

2025年

これが
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■ “これから”起こること

2050年

こうなる

09/27



■ “これから”起こること

2025年 2050年

・総人口が減少する。（25年間で東京都＋埼玉県人口）

・高齢者人口が増加する。
・生産年齢人口（働き手）が減少する。

介護業界においては需要は増えるが供給が・・・
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■ “いま”と“これから”を見据えた施策

介護職員の処遇改善 外国人介護士の育成支援

介護現場の生産性向上 経営の協働化・大規模化
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・生産性向上と介護のテクノロジー
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■ 介護現場の生産性向上とは

【置換え】
手荷物を沢山持っている状態

業務に追われる
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■ 介護現場の生産性向上とは

機械を使うと楽になる 同じ内容記入してる

二人で同じことをしている
昔からのルールで
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■ 介護現場の生産性向上とは

余裕が
    うまれる

利用者さまの満足度が向上する
高品質な介護サービスを提供すること

介護現場の生産性向上＝
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■ 介護のテクノロジーとは（新ロボット技術の介護利用における重点分野）
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ケアプラン作成
議事録・文書

作成

シフト作成
機能訓練
メニュー

■ 最近の潮流
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排泄・排尿検知センサー
インカム 機器連携

排泄・排尿検知センサー

検知状況の検索

〇〇さんと
■■さんです。

■ 機器連携による可能性
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通 知

電動車いす

部屋まで自動運転

■ 開発中の仕組み
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■AIがもたらす “これから”

予 測
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+

■“AI”が可能にすること

排泄・排尿検知センサー

検知履歴からの予測

そろそろ
〇〇さんと

■■さんのトイレ
誘導して下さい。
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■“AI”利用における留意点

違和感ないですか？ ＝留意点

Answer

どのような情報やデータから答えを導いたのか
“過程”がみえない
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■AIを使いこなす上での基本的な考え方

自分達が主体である

特性を理解して使いこなす
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・最後に
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・人口動態で示したとおり少子高齢化社会と
総人口が減少する時代が訪れます。

・そのような時代のなかでも高品質な介護
サービスが提供できるように、現場は生産性
向上と職場環境の改善を継続していきます。

・デジタル化が介護現場にも浸透し、業務手
順や役割が明確で就業環境が整った事業
者も増えてくると思います。
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■これから



・国は「介護テクノロジー」を世界へ輸出する
産業にしたいと考えています。

・日本は世界で一番高齢化社会が進展して
いる国です。

・私たちの日常の振る舞いは「最高のサービス」
として評価されています。

26/27

■その先には



ご清聴ありがとうございました
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